
　

市
議
会
で
行
う
会
議
に
は
本

会
議
と
委
員
会
が
あ
り
ま
す
。

本
会
議
は
議
員
全
員
が
議
場
に

集
ま
り
、
市
議
会
の
最
終
的
な

意
思
を
決
定
す
る
会
議
で
す
。

市
長
な
ど
に
一
般
質
問
を
行
い
、

市
政
全
般
に
つ
い
て
の
所
信
を

問
う
こ
と
や
、
市
議
会
に
提
出

さ
れ
た
議
案
及
び
市
議
会
と
し

て
の
意
見
表
明
な
ど
の
議
決
は

す
べ
て
本
会
議
に
お
い
て
行
わ

れ
ま
す
。

　

委
員
会
は
、
常
設
の
常
任
委

員
会
、
議
会
運
営
委
員
会
、
広

報
委
員
会
、
さ
ら
に
必
要
に
応

じ
て
設
置
さ
れ
る
特
別
委
員
会

に
区
分
さ
れ
ま
す
。
市
議
会
で

取
り
扱
う
案
件
は
数
が
多
く
、

内
容
も
幅
広
い
分
野
に
わ
た
っ

て
い
る
た
め
、
常
任
委
員
会
を

4
つ
の
部
門
（
総
務
・
環
境
経

済
・
文
教
福
祉
・
建
設
）
に
分

け
て
専
門
的
か
つ
効
率
的
に
審

査
・
調
査
を
し
て
い
ま
す
。

　

平
成
24
年
は
、本
会
議
26
回
、

常
任
委
員
会
26
回
、
特
別
委
員

会
12
回
、
議
会
運
営
委
員
会
、

活
性
化
等
検
討
委
員
会
及
び
広

報
委
員
会
25
回
で
、
合
計
89
回

の
会
議
を
開
催
し
ま
し
た
。

議会活動

年
間
89
回
の

　
　
　
　

会
議
を
開
催

　

市
議
会
で
審
議
さ
れ
る
案
件

に
は
、
市
長
提
出
の
案
件
と
議

員
提
出
の
案
件
、
さ
ら
に
請
願

や
陳
情
が
あ
り
ま
す
。

　

平
成
24
年
は
、
市
長
提
出
の

案
件
が
100
件
、
議
員
提
出
の
案

件
が
15
件
、
請
願
・
陳
情
が
14

件
で
、
合
計
129
件
を
審
議
し
ま

し
た
。

審
議
案
件
は

　
　
　
　
　

年
間
129
件

　

市
議
会
は
、
原
則
と
し
て
本

会
議
を
公
開
し
て
い
ま
す
。
常

任
委
員
会
や
特
別
委
員
会
等
も

委
員
長
の
許
可
を
得
て
傍
聴
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

平
成
24
年
は
本
会
議
に
延
べ

340
人
、
常
任
委
員
会
等
に
延
べ

39
人
、
合
計
で
延
べ
379
人
の
方

が
市
議
会
を
傍
聴
さ
れ
ま
し
た
。

379
人
が
議
会
を
傍
聴

　

平
成
24
年
は
、
一
般
質
問
に

延
べ
47
人
の
議
員
が
登
壇
し
、

164
項
目
の
多
岐
に
わ
た
り
、
活

発
な
質
問
を
行
い
ま
し
た
。
主

な
質
問
項
目
に
つ
い
て
は
、
上

記
表
の
と
お
り
で
す
。

　

平
成
24
年
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
に
よ
る
本
会
議
放
映
の
ラ
イ

ブ
中
継
で
2
千
231
件
、
録
画
中

継
で
2
千
913
件
の
ア
ク
セ
ス
が

あ
り
ま
し
た
。

一
般
質
問
に

　
　
　
　

47
人
が
登
壇

　平成25年になって初めての発行となる市議会
だよりでは､議会活動『数字で見るこの1年』と
題し、昨年1月から12月までの議会活動につい
て、1年間のデータをもとに紹介します。

数字で見るこの１年

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

　

議
会
中
継
の

　
　
　

ア
ク
セ
ス
件
数

案件及び議決の状況

議決結果

案件別 市長提出案件 議員提出案件

条　
　

例

予　
　

算

決　
　

算

契　
　

約

専
決
処
分

そ　
の　
他

条　
　

例

意　
見　
書

そ　
の　
他

請　
　
　

願

陳　
　
　

情

合　
　
　

計

可　　決 31

31 29 8 4 3 25 0 14 1 4 9
（1）

29 4 17 7 1 89

0

77

88

88

33

0

4
（1）

91 8

3 1
（1）

0

0

128
（1）

修正可決

否　　決

同　　意

認　　定

承　　認

推　　薦

採　　択

不　採　択

取り下げ

閉会中
継続審査

合　　計

一般質問通告項目
（164項目中、上位を掲載）

順位 件数

21

19

13

11

8

8

6

質問項目

放射性物質対策

教育行政

土木行政

上・下水道行政

保健福祉行政

防災行政

清掃行政

1

2

3

4

5

7

（　）は平成23年閉会中継続審査によるもの



　

平
成
24
年
も
、
公
契
約
条
例

の
ほ
か
に
、
コ
ウ
ノ
ト
リ
と
の

共
生
や
飼
育
に
向
け
た
取
り
組

み
、
災
害
時
要
援
護
者
支
援
計

画
、
災
害
時
協
力
井
戸
登
録
制

度
、
ま
め
バ
ス
、
放
射
性
物
質

に
対
す
る
学
校
給
食
の
取
り
組

み
、
地
域
教
育
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ

ー
ム
事
業
な
ど
14
項
目
に
つ
い

て
、
県
議
会
や
政
令
指
定
都
市

な
ど
を
含
む
全
国
39
の
地
方
議

会
か
ら
、
延
べ
217
人
の
議
員
等

が
視
察
に
訪
れ
ま
し
た
。

全
国
の
地
方
議
会
か
ら

217
人
が
に
来
訪

常
任
委
員
会

　
　
　

行
政
視
察
報
告

【
視
察
先
・
項
目
・
所
見
】

◎
香
川
県
丸
亀
市

・
行
政
評
価
に
つ
い
て

　

市
が
提
供
す
る
サ
ー
ビ
ス
が

市
民
生
活
に
ど
の
よ
う
な
成
果

と
し
て
現
わ
れ
て
い
る
か
、
効

率
性
、
有
効
性
な
ど
の
観
点
か

ら
妥
当
で
あ
る
か
を
客
観
的
に

市
が
評
価
し
、
結
果
を
行
政
活

動
全
般
の
改
善
に
結
び
つ
け
て

い
こ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

　

検
討
の
余
地
は
あ
る
も
の
の

他
市
に
先
駆
け
行
政
サ
ー
ビ
ス

の
改
善
・
向
上
に
取
り
組
む
姿

勢
と
し
て
大
い
に
評
価
す
る
も

の
で
あ
り
、
活
動
は
大
変
参
考

に
な
っ
た
。

◎
大
阪
府
大
東
市

・
自
治
基
本
条
例
に
つ
い
て　

　

大
東
市
の
自
治
基
本
条
例
は

市
の
最
高
規
範
性
を
有
し
、
他

の
条
例
や
計
画
は
、
こ
の
条
例

の
趣
旨
に
反
し
て
策
定
す
る
こ

と
は
不
可
と
す
る
位
置
付
け
で
、

市
制
施
行
50
周
年
記
念
の
一
環

と
し
て
、
市
民
と
の
協
働
作
業

で
進
め
た
。

　

ア
ド
プ
ト
制
度
と
い
う
市
民

が
道
路
や
河
川
な
ど
の
公
共
施

設
の
清
掃
を
す
る
協
定
を
結
ぶ

こ
と
で
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
管

理
す
る
制
度
を
導
入
し
て
い
る

こ
と
は
参
考
に
な
る
。
ま
た
、

子
ど
も
議
会
を
実
施
し
て
お
り
、

違
っ
た
側
面
か
ら
の
取
り
組
み

を
し
て
い
る
こ
と
は
評
価
で
き

る
。
議
会
基
本
条
例
も
制
定
さ

れ
て
お
り
、
野
田
市
と
比
較
す

る
と
改
革
が
進
ん
で
い
る
と
感

じ
た
。

◎
滋
賀
県
大
津
市

・
企
業
局　

お
客
様
セ
ン
タ
ー

開
設
事
業
に
つ
い
て

　

水
道
ビ
ジ
ョ
ン
の
中
で
、
業

務
及
び
経
営
の
効
率
化
の
一
環

と
し
て
ア
ウ
ト
ソ
ー
シ
ン
グ
の

活
用
を
検
討
し
、
平
成
22
年
４

月
１
日
よ
り
検
針
業
務
、
窓
口

受
付
業
務
、
料
金
等
の
収
納
業

務
等
を（
株
）ジ
ェ
ネ
ッ
ツ
に
業

務
委
託
し
、「
企
業
局
お
客
様

セ
ン
タ
ー
」
を
開
設
し
た
。　

　

お
客
様
セ
ン
タ
ー
開
設
前
か

ら
収
納
率
は
高
く
、
収
納
率
が

99
％
前
後
で
推
移
し
て
い
る
こ

と
は
驚
き
だ
っ
た
。
野
田
市
も
、

ど
う
す
れ
ば
こ
の
よ
う
な
ま
ち

に
で
き
る
の
か
、
改
め
て
考
え

る
き
っ
か
け
と
な
っ
た
。

【
視
察
先
・
項
目
・
所
見
】

◎
奈
良
県
生
駒
市

・
陶
磁
器
製
食
器
、
ガ
ラ
ス
製

食
器
回
収
、
選
別
、
仕
分
け
及

び
リ
ユ
ー
ス
業
務
に
つ
い
て

　

家
庭
内
で
不
用
に
な
っ
た
陶

磁
器
製
な
ど
を
公
共
施
設
等
で

回
収
し
、
食
器
市
を
開
催
し
て

無
料
配
布
を
行
う
こ
と
で
、
再

利
用
（
リ
ユ
ー
ス
）
を
推
進
し

最
終
的
に
再
利
用
が
で
き
な
い

も
の
の
み
再
資
源
化
を
行
い
、

環
境
負
荷
の
低
減
を
図
り
、
循

環
型
社
会
の
構
築
を
目
指
す
こ

と
を
目
的
と
し
て
い
る
。

　

1
人
の
主
婦
か
ら
市
民
団
体
、

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
へ
と
活
動
を
広
め

て
い
る
こ
と
は
、
生
駒
市
に
お

け
る
ご
み
減
量
化
、
リ
ユ
ー
ス
、

リ
サ
イ
ク
ル
の
推
進
に
つ
な
が

る
だ
け
で
な
く
処
分
費
用
の
削

減
に
つ
な
が
る
も
の
で
あ
り
、

大
い
に
学
ぶ
べ
き
点
だ
と
思
う
。 

◎
愛
知
県
刈
谷
市

・
刈
谷
市
環
境
都
市
ア
ク
シ
ョ

ン
プ
ラ
ン　

〜
低
炭
素
社
会
を

め
ざ
し
て
〜
に
つ
い
て
な
ど

　

市
民
・
事
業
者
・
大
学
・
行

政
が
連
携
・
協
力
し
、
地
球
温

暖
化
の
原
因
で
あ
る
温
室
効
果

ガ
ス
の
排
出
の
少
な
い
低
炭
素

型
の
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
、
持

続
可
能
で
快
適
な
「
環
境
都

市
」
を
実
現
す
る
こ
と
を
目
的

と
し
て
策
定
し
た
。

　

エ
ネ
ル
ギ
ー
の
取
り
組
み
推

進
支
援
と
し
て
、
ワ
ン
ス
ト
ッ

プ
サ
ー
ビ
ス
（
相
談
窓
口
）
の

設
置
な
ど
多
く
の
施
策
が
策
定

さ
れ
て
お
り
、
野
田
市
に
お
い

て
も
メ
リ
ッ
ト
・
デ
メ
リ
ッ
ト

や
費
用
対
効
果
な
ど
も
考
察
し

な
が
ら
、
今
後
反
映
さ
せ
る
べ

き
と
考
え
る
。

◎
長
野
県
飯
山
市

・
岳
北
広
域
行
政
組
合
エ
コ
パ

ー
ク
寒
川
に
つ
い
て

　

1
市
2
村
の
ご
み
焼
却
・
破

砕
処
理
施
設
。
竪
型
ス
ト
ー
カ

式
で
、
炉
内
に
は
可
動
部
が
な

く
助
燃
材
も
不
要
で
あ
り
焼
却

対
象
物
の
発
熱
変
動
を
均
質
化

で
き
る
こ
と
か
ら
熱
回
収
率
が

よ
い
施
設
で
あ
る
。

　

焼
却
炉
に
つ
い
て
は
、
構
造

は
シ
ン
プ
ル
で
燃
焼
効
率
の
よ

い
炉
で
あ
り
、
今
後
、
野
田
市

に
お
い
て
も
新
清
掃
工
場
建
設

の
参
考
に
し
て
い
き
た
い
。

飯山市視察

大東市視察

環
境
経
済
委
員
会

（
10
月
10
日
か
ら
12
日
）

総
務
委
員
会

（
10
月
17
日
か
ら
19
日
）


